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 高知県内では平成２６年８月１日から５日にかけての台風

第１２号、８月７日から９日にかけての台風第１１号に伴う豪

雨で、多くの箇所で地すべりによる被害が発生しました。 

幸いにも、人的被害はなかったものの、多くの箇所で避難指

示が出され、住民の生活や経済活動に大きな影響が出ました。 

鏡的渕地区は高知市の中心部を流れ太平洋にそそぐ、二級河

川鏡川の支川的渕川の右岸に位置しています。 

 

地すべりは台風第１２号の豪雨により発生。８月３日の１３時過ぎ斜面

崩壊で背後斜面における地すべり活動が活性化、幅約 120ｍ、長さ約 100ｍ

の大規模な地すべりが発生しました。                              

本地区に近い鏡ダムでの雨量観測結果では８月１日１５時から５日１時

までの総雨量は 1,037mm、最大時間雨量は 80mm が記録されました。 

崩壊斜面の下、川幅約 20ｍの的渕川を隔てた対岸の的渕地区には住宅 

１２世帯があり、団地住民は応急工事が完了するまでの約４ヵ月間、避難

生活を余儀なくされました。 

 

高知県では地すべり対策工事を実施するため、地質調

査、動態観測に着手し対策工の詳細設計を行いました。 

地質調査は４箇所で行い、それぞれ動態観測のための

孔内傾斜計と地下水位を把握するための水位観測孔を

設置し観測を行いました。 

孔内傾斜計の観測結果と地質調査結果から約 22.0ｍ

の深さですべり面が確認され、地すべりブロックの安定

解析を行いました。 

安定解析については、地すべりブロックの変位が降雨

に伴い断続的に継続していることから現状安全率を Fs

＝0.98 と設定、計画安全率については保全対象として人家１２戸や二級河川､県道などがあるため PFｓ

＝1.15 と設定し計算を行いました。 

地すべり対策工については、抑制工と抑止工のそれぞれの特徴を生かし、経済性、施工性を総合的に

比較しアンカ－工と排水ボ－リング工、集水井工を組み合わせた工法を採用しました。 

現在、現地では排水ボ－リングと集水井工、アンカ－工の施工が完成し、引き続き法面保護工の施工

を行っており、平成２８年度内の完成に向け急ピッチで災害復旧工事を進めているところです。 
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 自然災害に備え，市民とまちの安全をさらに高める。 
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 高知市は，四国南部のほぼ中央に位置し，市域面積は 308.99  ，人口約 33 万

４千人の中核市です。北部は山林，西部は丘陵地が続き，平野の開けた中央部か

ら南東部にかけて都市，同じく平野の東部には水田地帯が広がっています。また，

南部は土佐湾に面し，海岸線からは雄大な太平洋を一望することができます。 

本市は，年間を通じて降水量が多く，特に夏から秋にかけては台風の進路に当

たることから，年によっては 3,000mm を超す降水量があり，過去に数々の水害に

見舞われてきました。 

平成 26 年 8月の台風 12号と台風 11号の豪雨により，高知市では，床上浸水 375

件，床下浸水 491 件，その他，多くのがけ崩れや道路損壊等の被害が発生しまし

た。本市の北西部に位置する鏡地区でも，河川や道路の災害が多数発生し，鏡的

渕地区では，対岸斜面の地すべり発生により，12世帯の住民に避難指示が発令さ

れました。現在，鏡的渕地区では，高知県により進められている地すべり対策事

業が完成まであと少しとなり，斜面の安全性が高まったことから住民の安心につ

ながっております。 

東日本大震災などの大規模自然災害の経験を通じ，平時から大規模災害への事

前の備えを行うことの重要性が広く認識されることとなり，本市においては，今

後 30 年以内の発生確率が 70％程度といわれる南海トラフ地震対策の再検討や地

域防災計画の全面的な見直しを行うなど，事前防災の取組や防災対策を強化して

きました。 

今後も，大規模自然災害に対して，市民の命

を守り，地域・経済社会に致命的な被害を負わ

せず，迅速な復旧復興ができるよう，防災対策

の強化を図っていきます。 
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